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緯度N 経度E Cs合計 134Cs 誤差 137Cs 誤差

2011/10/11 新舞子 37-04.0 141-03.1 53m ウロコムシ類 13 5 ±2 8 ±2

2011/10/25 新舞子 37-03.5 141-02.7 52m ウロコムシ類 22 10 ±2 12 ±2

2011/11/22 いわき沖 37-01.4 141-06.5 100m 多毛類 168 79 ±7 89 ±7

2011/12/7 いわき沖 36-59.9 141-06.2 100m 多毛類 152 70 ±7 82 ±8

2011/7/5 新舞子 37-04.5 141-01.3 28m キセワタガイ 154 73 ±11 81 ±9

2011/8/11 新舞子 37-02.7 141-00.9 30m キセワタガイ 100 47 ±7 53 ±6

2011/9/5 新舞子 37-04.4 141-01.3 29m キセワタガイ 95 45 ±3 50 ±3

2011/7/2 新舞子 37-01.0 140-59.5 21m プランクトン類　（注1） 217 105 - 112 -

2011/11/1 新舞子 37-04.5 141-09.3 26m プランクトン類 69 32 - 37 -

2011/7/14 新舞子 37-05.0 140-59.1 7m アミ類 51 24 ±0.4 26 ±0.6

2011/8/17 新舞子 37-04.9 140-59.3 7m アミ類 88 41 ±0.5 47 ±0.7

2011/9/5 新舞子 37-05.1 140-59.9 10m アミ類 66 31 ±0.5 35 ±0.7

2011/7/5 新舞子 37-05.3 140-59.8 11m エビジャコ 73 33 ±2 40 ±4

2011/9/5 新舞子 37-04.4 141-01.3 29m エビジャコ 26 12 ±3 14 ±5

2011/10/18 新舞子 37-03.0 141-01.0 30m エビジャコ 27 11 ±2 16 ±4

2011/10/25 新舞子 37-02.9 141-00.9 31m エビジャコ <14 ND <4 ND <10

2011/11/4 新舞子 37-02.8 140-59.4 10m エビジャコ <15 ND <4 ND <11

2011/12/7 いわき沖 36-59.9 141-06.2 100m エビジャコ <17 7 ±2 ND <10

2011/12/8 新舞子 37-05.2 140-59.8 11m エビジャコ 33 15 ±2 18 ±4

2011/8/11 新舞子 37-03.0 140-59.8 29m キシエビ 45 23 ±3 22 ±3

2011/9/5 新舞子 37-02.9 141-00.9 30m キシエビ　（注2） 55 29 - 26 -

2011/7/26 新舞子 37-04.3 140-59.3 10m サルエビ　（注2） 170 81 - 89 -

2011/8/3 相馬沖 37-47.4 140-59.6 7m サルエビ　（注2） 85 43 - 42 -

2011/9/5 菊多浦 36-53.0 140-48.1 12m サルエビ 34 17 ±3 17 ±2

2011/7/5 新舞子 37-04.5 141-00.3 20m サメハダヘイケガニ 52 27 ±3 25 ±3

2011/8/17 菊多浦 37-05.0 140-59.1 7m サメハダヘイケガニ 28 15 ±2 13 ±3

2011/9/5 菊多浦 36-53.2 140-48.2 10m サメハダヘイケガニ 35 16 ±3 19 ±3

2011/11/4 新舞子 37-02.8 140-59.4 10m サメハダヘイケガニ 53 24 ±2 29 ±3

2011/7/5 新舞子 37-04.5 141-01.3 28m イボイチョウガニ 56 28 ±2 28 ±2

2011/7/5 新舞子 37-02.1 141-02.6 54m イボイチョウガニ 53 25 ±3 28 ±4

2011/11/4 新舞子 37-02.8 140-59.4 16m ヒラコブシ 31 13 ±2 18 ±5

2011/7/5 新舞子 37-04.5 141-00.3 20m ヤドカリ類 21 11 ±2 10 ±2

2011/9/5 菊多浦 36-53.2 140-48.2 10m ヤドカリ類 <26 14 ±3 ND <12

2011/11/4 新舞子 37-02.8 140-59.4 10m ヤドカリ類 26 10 ±2 16 ±4

2011/9/5 菊多浦 36-52.9 140-48.1 12m ニベ（全長5cm） 16 8 ±2 8 ±2

2011/10/25 新舞子 37-03.2 140-59.9 21m ニベ（全長5cm） 31 15 ±2 16 ±2

2011/12/8 新舞子 37-04.4 141-00.3 22m ニベ（全長5cm） 34 15 ±2 19 ±2

2011/9/5 菊多浦 36-52.9 140-48.5 15m マアジ（全長3～5cm） 38 19 ±3 19 ±3

2011/10/19 いわき沖 37-00.0 141-06.2 100m エゾイソアイナメ（全長10cm前後） 24 13 ±3 11 ±3

2011/10/24 いわき沖 37-00.0 141-06.3 100m エゾイソアイナメ（全長10cm前後） 22 12 ±2 10 ±2

2011/10/25 新舞子 37-02.9 141-00.9 31m ヒメジ(全長10cm前後） 29 14 ±2 15 ±2

2011/10/25 新舞子 37-03.5 141-02.7 52m ヒメジ(全長10cm前後） 17 8 ±2 9 ±2

2011/10/25 新舞子 37-02.9 141-00.9 31m チダイ(全長3～5cm） 21 11 ±2 10 ±2

2011/10/25 新舞子 37-03.5 141-02.7 52m チダイ(全長3～5cm） 12 7 ±2 5 ±2

2011/12/12 いわき沖 36-59.1 140-58.8 6m サッパ（全長5cm前後） 19 9 ±2 10 ±1

2011/12/5 いわき沖 36-59.0 140-59.3 9m カタクチイワシ（全長12cm前後） 22 9 ±2 13 ±2

2011/12/12 いわき沖 36-59.1 140-58.8 6m カタクチイワシ（全長12cm前後） 11 7 ±2 4 ±1

2011/12/12 いわき沖 36-59.1 140-58.8 6m カタクチイワシ（全長5cm前後） 23 10 ±2 13 ±1

　注1は東京海洋大調査、注2は緊急時モニタリング検査での測定。

※　Csの誤差で-表記のものは、測定機関に確認中。

魚介類の餌料生物等の放射性セシウム調査結果

平成24年1月30日　公表

※　ND（検出限界以下）のサンプルにおけるCs合計値は、検出限界値の放射能であったものとして計算し、不等号（<)付きで示した。


放射性セシウム濃度
種名水深

採取位置
場所採取年月日

○これまでの調査では、餌料生物等の放射性セシウムの濃度は、明瞭ではないものの、時間経過とともに減少

している傾向です。 

○しかし、沖合の多毛類で比較的高い点については、ヤナギムシガレイやミギガレイ（ニクモチ）の主餌料である

ことから、動向を注視していきます。 
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説明
                 餌とする魚種
（緊急時モニタリング検査サンプル
の胃から出現した魚種）

キセワタガイ科
沿岸に棲息する肉食性巻貝の一
種。

マコガレイ、マガレイ、カナガシラ等
11魚種。

多毛類

海底土に棲息する環形動物の１グ
ループ。サンプルはカザリゴカイ科、
ナナテイソメ科、ギボシイソメ科等か
ら成る。

ヤナギムシガレイ、マコガレイ、マガ
レイ、ババガレイ等33魚種。ここに
例示した魚種では多毛類が主餌料
となっている。

ウロコムシ類
海底表層の砂泥中に棲息する環形
動物の一種。サンプルはニホンウロ
コムシが主体。

アイナメ、ホウボウ、イシガレイ、エ
ゾイソアイナメ等7魚種。

エビジャコ
ごく沿岸から100m以深の比較的沖
合まで棲息する底生性甲殻類の一
種。

コモンカスベ、ホウボウ、ニベ、カナ
ガシラ等18魚種。

アミ類 （写真なし）

沿岸域に棲息する大型動物プラン
クトンの一種。サンプルは浅海域に
生息するミツクリハマアミが主体で
あり、特に福島県ではヒラメの当歳
魚（主に10cm未満）の主要餌料とし
て知られている。

ヒラメ、マアジ、ウスメバル、ニベ、シ
ロメバル等21魚種。小型のヒラメと
シロメバルでアミ類への依存度が比
較的高かった。

サルエビ
沿岸域に棲息する全長10cm前後の
エビ類の一種。食用としても利用さ
れる。

コモンカスベ、ヒラメ、スズキ、ホウ
ボウの4魚種。

キシエビ 沿岸域に棲息する小型のエビ類。
コモンカスベ、ホウボウ、アイナメ、
マガレイ等18魚種。

ヤドカリ類
サンプルは沿岸域に棲息するオ
ホーツクホンヤドカリ及びイガグリホ
ンヤドカリが主体。

アイナメ、ムシガレイ等6魚種。

サメハダヘイケガニ
沿岸域に棲息する小型のカニ類。
甲羅に貝殻を背負う習性がある。

コモンカスベ、ホシザメ、エゾイソア
イナメ等8魚種。

餌生物の種名

  補足資料   



説明
餌とする魚種
（緊急時モニタリング検査サンプル
の胃から出現した魚種）

ヒラコブシ
沿岸域に棲息する甲長1cm程度の
小型のカニ類。

ショウサイフグ、コモンカスベ、ヒガ
ンフグ、エゾイソアイナメの4魚種。

イボイチョウガニ
水深100m前後の沖合に棲息する甲
長1cm程度の小型のカニ類。

アイナメ、コモンカスベ、エゾイソアイ
ナメ、ムシガレイ等14魚種。アイナ
メ、コモンカスベでは、このカニを主
餌料としている個体が最も多く観察
された。

カタクチイワシ

サンプルは4cm前後の稚魚（通称カ
エリ）及び10cm以上の成魚（通称セ
グロ）。仔魚は「しらす干し」、成魚は
「煮干し」等として食用にもなる。

ヒラメ、カガミダイ、スズキ、マアナ
ゴ、コモンカスベ、マダラ等21魚種。
ヒラメ、スズキでは主餌料。

マアジ （写真なし） サンプルは3～5cm前後の稚魚。 キアンコウ、ヒラメ等6魚種。

エゾイソアイナメ

サンプルは全長10cm未満の稚魚
（写真は成魚）。本州中部以北に多
く分布し、稚魚はオキアミ類を主餌
料とし、サイズが大きくなるにつれて
小型のカニやヤドカリ等の甲殻類を
食べる割合が高くなる。食用にもな
る。

アイナメ、マアナゴ、マダラ、マトウダ
イの4魚種。

ヒメジ （写真なし）

サンプルは全長10cm前後。成魚は
全長20cmほどになる。端脚類、エビ
などの小型甲殻類食性。主に暖海
域に分布し、食用にもなる。

サッパ （写真なし）

サンプルは全長5cm前後。成魚は
全長20cmほどになる。プランクトン
食性。東北地方以南に分布し、食用
にもなる。

ニベ （写真なし）

サンプルは5cm前後の稚魚。成魚
は40cm前後になる。環形動物、甲
殻類食性。東北地方以南に分布し、
食用にもなる。

チダイ （写真なし）
サンプルは3～5cm前後の稚魚。成
魚は40cmほどになる。北海道南部
以南に分布し、食用にもなる。

餌生物の種名

緊急時モニタリング検査のサンプル
からは出現しなかったが、ヒメジはヒ
ラメで確認される等、魚食性魚種の
餌料であると考えられる。

※緊急時モニタリング検査のサンプ
ルでは、胃内容物から魚類が出現
したものの、消化が進んでおり種の
同定ができなかったものが多い。消
化物を含め魚類が出現した魚種数
は41魚種に上る。


